地域福祉におけるソーシャル・エクスクルージョンに関する研究 : 沖縄からの移住者のコミュニティへの文化的排除をめぐって by 加山 弾 & Dan Kayama
－1－
氏 名
学 位 の 専 攻
分 野 の 名 称























































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　この論文の意図するところは、地域社会に生起する様々な社会福祉問題に対して、政策や支援がどうして
も届かない領域が存在するという課題にアプローチしたものである。それはとりもなおさず、法や行政によっ
て包摂されていない疎外されている対象である。これをある大都市の沖縄のコミュニティを事例として考察
したものである。ここから地域福祉の課題として如何に対象化し、解決の方向に向けていくかが問われなけ
ればならない。それへの展望をソーシャル・エクスクルージョンの視点から、主に社会学等で使用されるディ
アスポラやポストコロニアリズムといった概念を使用し論究したものである。したがって社会福祉の今日的
な問題にも通底する重要な課題へのアプローチであり、文化的視座、そして歴史的な分析を織り込みながら、
実証的に論究し論文として仕上げている。
　本論文は２部構成とし、説得力ある論旨でもって展開しており、今後の地域福祉の展望を切り拓いていく
重要な研究であると評価できる。以下、もう少し具体的に述べておこう。
　第１として、この研究は加山氏が専門とする地域福祉について、その本質的な問題領域に目を向け、現状
への批判を通して、提起した課題に意欲的に取り組み、一定の結論を導き出していることである。それは社
会福祉学における谷間の課題、実際の制度や政策から抜け落ちていく課題に対して、如何なる対応をしてい
くのか、という問題に通底するものである。ソーシャル・インクルージョンにおいてそれは完全性を伴うも
のでないし、ひいてはソーシャル・エクスルージョンにつながっていく危険性を孕んでいる。これは地域福
祉のみならず社会福祉学の課題ともいえるだろう。そうした視点を視野に入れた論文と評価できる。
　第２として、この論文で取り上げた沖縄からの移住者のコミュニティが保持する課題は歴史的視点と文化
的視点を研究方法にしていかないと把握できないという研究方法は大切である。とりわけ地域に暮らす人々
やその状況、そして対象とする沖縄の人のことを考えていくとき、その視点はきわめて重要である。そして
研究方法としてディアスポラやポストコロニアリズムの理論を社会福祉学に援用しながら、論究していく研
究方法は地域福祉研究において新しい展望を切り拓いていると評価できる。
　第３として、加山氏は地域福祉を専門とする研究者として長い経験もあり、調査をとおして現状も客観的
に把握している。また先行研究を非常に丁寧にレヴューし、研究水準を高めている叙述であり、関連文献に
もよくあたっている。そして本論文の多くはレフリー付の研究論文から構成され、その研究水準は担保され
ており、博士論文としての水準に達していると判断できる。
　最後に今後の加山氏の研究課題をふくめて、この論文に対する若干の課題を記しておく。
　第１に、地域福祉の現状における課題に関して挑戦していくという加山氏の問題意識に優れたものを見出
すことができ、それに対して果敢に取り組んだところは評価できるが、その取り組みと裏腹に、終章部分の
ものたりなさが気になるところである。もちろんこれには大きな課題、本質的な面に対する取り組みから、
今は問題提起の域を大きく抜け出すことが出来ないかもしれないが、今後の課題としてほしい。それはひと
えに加山氏のこれからの地域福祉や社会福祉学への真摯な学問的取組みに依拠している。
　第２に、論文で使用されている用語の問題、その研究水準への細やかな配慮がもう少しあってもいいと思
われる。たとえばポストコロニアリズムにおける定義の問題、あるいはローカル・ガバナンスに対する定義
と研究状況の把握である。外国の言葉を使用する際、その言葉と日本の現状との齟齬が生じる場合や歴史的
な推移において変化している場合が往々に生起する。こうした細かな配慮が必要であることはいうまでもな
い。今後の加山氏の研究の深化に期待したい。
　以上、この論文は上記の課題を内包しているとはいえ、ある地域を題材にして地域福祉の原点に立ち返り
ながら、顕在化している課題に向けて論究し、本論文には有益な成果が示されていると判断できる。論述内
容においても、社会学や歴史的視点を加味しながら水準の高い論文に完成させている。また、この研究はあ
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る地域の課題の研究のみならず、地域福祉研究、そして社会福祉の原理論的研究においても重要な提言をし
ていると評価できる。以上から加山氏の本論文は博士（人間福祉）の学位に相当する論文であると判断し、
ここに報告するものである。
